








研究目的 

肺サーファクタントは脂質蛋白複合体であり,その蛋白部分には肺サーファクタントに特

異的な蛋白が存在する。我々はこの特異蛋白,すなわち肺サーファクタントのアポ蛋白に注

目し,ヒト肺から得た肺サーファクタントでウサギを免疫し,抗ヒト肺サーファクタントア

ポ蛋白抗体を作成した。そしてこれを用いて immunological micro-method である enzyme 

immunoassay(EIA)系を確立し,わずか10μ1もの微量検体で10ng/mlの高感度で測定し得る

ことを昭和 58年度及び昭和 59年度の本班研究において報告した。 

そこで本年度の研究においては,RDS 児を中心に新生児の気道吸引液について検討し，出生

後の気道吸引液を用いての呼吸窮迫症候群(RDS)の診断について検討した。 


